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Ⅰ．はじめに

現在、日本国内において多数のファッションデザイン
コンテストが実施されている。中にはファッション界の
登竜門として、デザイナーを輩出した実績を高らかに謳
うコンテストも存在する。とすれば、コンテストはファ
ッション業界や社会に大きく貢献するシステムと言える
であろう。
デザイン各分野でのコンテストについては実施内容や
状況を編纂する試みがなされている 1）。しかし、ファッ
ションデザインに特化したコンテストについては、産学
共同で実施されたコンテストの事例を取り上げた先行研
究 2）の他には、殆ど研究されていないのが現状である。
数々のコンテストが各地で実施されており、その予算
や携わる人間、所要時間は決して少なくない。その上、
コンテストの結果は応募者の今後を左右する可能性をも
はらんでいる。そうした点を考えると、コンテストに対
する研究がなされることは全く無意味なことではない。
この研究では、コンテストの現況や問題点について明ら
かにし、改善策を探ることを目的とする。

Ⅱ．コンテストの人材育成としての役割

コンテストの目的や実施内容を明らかにするため、
2006 年 10 月から 2007 年 11 月の１年間に行われたコン
テストのデータを収録した日本繊維新聞社発行の『ファ
ッションデザインコンテストプライズ 2008』3）を元に調
査を行った。収録された一般の部のコンテストのうち、
Tシャツのグラフィックデザイン、クラフト作品、デザ
イン画など衣服以外の分野を除外した 29 のコンテスト
を対象とした。なお、記載が不十分と思われる箇所に関
しては、各コンテストの広報資料や公式ホームページ掲
載内容を参照した。
１　コンテストの実施目的

各コンテストの目的について調査した結果、29 のコ
ンテストのうち、20 ものコンテストがファッション業
界における人材発掘や人材育成を目的に掲げていること
がわかった。その中には、人材発掘・育成のみを目的と
するコンテスト以外に、地域産業の振興や主催団体のイ
ベントやプロモーション活動など、それぞれの主催団体
に応じた別の目的と併せて、人材の発掘・育成を謳うコ
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ンテストもあった。その他には、主催団体の商品を活か
したアイディア発掘を意図したコンテストや、社会的問
題に対する啓発として行われるコンテストなどもあるが、
それらは少数派である 4）。
人材発掘・育成のみを目的とするコンテストの例とし

ては Tokyo新人デザイナーファッション大賞（旧：新人
デザイナーファッション大賞）、装苑賞、ファッションク
リエーター新人賞国際コンクールなどが挙げられる。ま
た、人材発掘・育成の他に、地域産業の振興や主催団体
のイベントやプロモーション活動を目的とするコンテス
トの例としては倉敷ファッションフロンティアや
TANNANファッションコンペティション、浜松シティコ
ンペ、JFAファーデザインコンテストなどが挙げられる。
前者のコンテストは殆どの場合で作品のテーマや形

態・素材などに制限が無く、制作の自由度が高い傾向に
あり、独創性や完成度などをもとに評価がされる。それ
に対し、後者のコンテストは目的に応じて、制作上いく
つかの制約があることが多い。例えば、主催団体提供、
或いは地域産業に関連した素材の使用、または具体的な
テーマに基づくデザインなどである。そうなると当然、
独創性や完成度の他にそれら主催団体の目的に応じた作
品であるか否かという点も評価の対象となる。
２　コンテストの実施内容

⑴ 応募

アマチュア・学生のみなど多少の制限はあるが、応募
は広く一般より受け入れられる。応募形態はデザイン画
が基本であり、素材添付やアイテム図の明記など、デザ
イン画に細かな規定を設けたコンテストも多く、また、
デザイン画の他に応募票などの作品解説を添える場合も
ある 5）。応募者は指定された形式の中で、審査員へのよ
り効果的な意思伝達を目指し、様々な表現方法でデザイ
ン画を制作する。画材の選択や CGの使用など、デザイ
ンに応じた描法のみならず、試作段階の作品の写真やア
イディアソースなどのヴィジュアルを貼付するなど、自
由なアプローチがなされている。
これに対し、より自由度の高いプレゼンテーションを目
指したものが、装苑賞が 2004 年より採用しているポート
フォリオ形式での応募である。サイズや内容物に一定の
規定はあるが、ページ数などの制限は無く、応募者は自
由にレイアウトしプレゼンテーションを行うことが可能で
ある。情報量が増え、応募者のプレゼンテーションがよ
り精密に行える反面、当然審査に時間がかかるというデ
メリットもあり、導入するコンテストは非常に少ない 6）。

⑵ 審査

デザイン画やポートフォリオでの一次審査の後は殆ど
のコンテストにおいて作品の制作が求められる。二次審
査として中間審査が行われる場合もあるが、最終的に作
品はファッションショー形式の最終審査で評価される場
合が多い。また、審査員の顔ぶれは各コンテストによっ
て様々であるが、現役のファッションデザイナーやジャ
ーナリストを起用することが一般的で、それらはコンテ
ストのイメージ戦略にも繋がる。地域産業の振興や主催
団体のイベントやプロモーション活動を目的とするコン
テストの場合は、審査員の中に主催団体関係者を含む事
例も多く見られる。
⑶ 受賞

最終審査に際し、受賞者への賞金や賞品を設けている
ことが一般的である。賞金の金額は 100 万円を上限に、
コンテストの規模や主催団体によって大きく異なる。そ
れらの設定意図を明確に記載したものはないが、報奨と
して、或いは今後の活動への支援でもあるだろう。しか
し、ファッションデザイナーとして起業するための資金
や、海外留学費用としては不十分な額である。また賞金
の他に、海外のファッション学校への留学資格や研修や、
海外への往復航空券を設定するコンテストも多数見られ
る。これは直接的に勉学の場を提供する支援である。
このように、コンテストの応募者の多くが学生である
ため、賞金や特典などは受賞後の国内外での修学や研修、
更なる作品制作の支援となる場合があるが、ファッショ
ンビジネスへの展開は困難であることが想定される。
⑷ 受賞後の支援

受賞後の支援としては、Tokyo新人デザイナーファッ
ション大賞の育成支援プログラムが顕著な例である。こ
れは、受賞の有無に限らず一次審査の通過者全員に、最
長３年間の育成・ビジネス支援プログラムが与えられる
ものである。バイヤー・エディター・ジャーナリスト・
繊維関係者によるブランド設立・運営に関するセミナー
の実施や、合同展示会への出展のサポートなど、多岐に
渡る内容の支援が行われ、若い人材の育成に対し積極的
に取り組んでいることが読み取れる。
また、装苑賞の副賞であるコレクション発表時におけ
るプロのヘアメイクサポート制度なども、ブランド設立
後のビジネス支援と言えるだろう。
３　コンテストと人材育成

これまでに見たように、デザインを広く一般より公募
し審査を行うことは、大半のコンテストの目的の一つで



3文化学園大学紀要　服装学・造形学研究　第43集

ある「人材の発掘」という意図に適うものと言える。
そして「人材育成」の手段は大別して二つに分かれる。
すなわち、受賞後の支援のような積極的手段と、特に明
確な支援を持たず、コンテストの審査そのものが育成に
繋がるという消極的手段である。後者については、数ヶ
月間という実施期間での自己の修練や、審査員の評価を
得る機会の提供が狙いである。受賞後の支援を行うコン
テストは少なく、コンテストにおける人材育成とは後者
を指す場合が殆どである。その理由として、積極的手段
である受賞後の支援は経費がかかり、その上それらが実
を結ぶか不確実である点が挙げられる。主催団体にとっ
ては、国や地方自治体のサポート無しには実施できない
というのが実情であろう。また、今回の調査で使用した
2006 年～2007 年のデータの中には、既に実施されてい
ないコンテストもあり、逆にこれ以降に新設されたコン
テストもある。このように短命なコンテストでは、長期
的支援が困難であることが予測される。消極的手段に比
べ、積極的手段の人材育成は、長期間に渡る綿密な支援
が実施されるため、その効果は絶大であると期待できる。

Ⅲ．積極的人材育成によりデザイナーが誕生した事例

前述の調査において、積極的な人材育成を行うコンテ
ストは少数派であることが明らかになった。しかしそう
したコンテストにおける受賞者や応募者がファッション
デザイナーになった例は枚挙に暇がない。ここでは、積
極的人材育成の効果を検証するために、特に代表的な事
例を取り上げ、考察を行う。
１　1960～70年代の装苑賞

⑴ 装苑賞の概要

装苑賞は 1956 年に雑誌装苑によって創設されたファ
ッションデザインコンテストである。20 周年記念企画
として、論文の募集や愛読者への賞金贈呈といった企画
と共に設けられたのが始まりである。当時の記述による
と、「わが国服飾界に、はじめて登竜門（Ａ賞）が開か
れる。また服飾界に輝かしい業績を残された方々の表彰
を、創刊二十周年を記念して行うことになった。これは
今後永く存続して、優秀な新人を世に送り、先輩のかく
れた業績をたたえてゆきたいと思う。」7）と謳っており、
当初からファッション業界への人材育成を強く意図して
いたことがわかる。発足当初の審査形態は現在とはまっ
たく異なり、応募から最終審査までの期間が半年であり、
応募者が都内近郊でない場合は布地の選定や制作を編集
部が行うというものであった。また、伊東茂平、桑沢洋

子、小池千枝、田中千代など、学校教育やファッション
業界に携わる者や、中原淳一や長沢節といったイラスト
レーター兼ファッションデザイナーなど様々な職種の人
間が審査員を務めた。
そして、コシノジュンコ、高田賢三、山本寛斎、山本

耀司、津村耕祐、本間遊らが装苑賞を受賞しており、入
選した人まで含めると、松田光弘、菱沼良樹、廣川玉枝
など、後にファッション業界で活躍する人物を多く輩出
したコンテストである。
⑵ 装苑賞における人材育成の事例

ここでは特に、1960 年代から 1970 年代にかけて受賞
したコシノジュンコ、高田賢三、山本耀司について取り
上げ、当時の装苑の記事をもとに考察を行う。
1960 年、1961 年と、当時文化服装学院の学生であっ

たコシノジュンコ、高田賢三が相次いで装苑賞を受賞し、
1969 年には文化服装学院を卒業したばかりの山本耀司
が装苑賞を受賞した。彼らの受賞後、装苑誌上で彼らの
名前を目にすることが出来る。
まず、装苑賞受賞者の特集記事として、第 10 回装苑
賞という節目に、「選ばれた十人の若者たち」というテ
ーマのもと、コシノジュンコ・高田賢三はじめ、第１回
から 10 回目の受賞者を集め、２ページの特集が行われ
た。そこでは受賞者全員の写真と現在の職業が記載され、
「光栄ある装苑賞受賞者の名にふさわしく大成してほし
いものである。」と受賞者へのエールを記載している 8）。
なお、1978 年７月号からは、「装苑賞それから」という
コーナーを開始し、歴代の受賞者の現在の近況や創作活
動の掲載を行っている。
また、デザイナーとしての特集記事としては、1968 年

5 月号において「座談会　若手デザイナーの意見と生
活！」としてコシノジュンコを初めとする装苑賞受賞者
を集め、デザイナーとしての生活模様や考えについて掲
載している 9）。同年、「デザイナーの一日」というコー
ナーにおいて８月号にはコシノジュンコが 10）、11 月号
には高田賢三が特集されている 11）。山本耀司は受賞後し
ばらく主だった特集記事こそないものの、1980 年 11 月
号において、「デザイナー、その生活と哲学」というコ
ーナーにおいて特集され、デザイナーに至る経緯や、デ
ザイナーを目指す若者への発言を掲載している 12）。それ
らの特集記事以外にも、コシノジュンコや高田賢三の氏
名を見ることができる。当時の装苑は海外のファッショ
ン情報と洋裁の基礎、服装研究といった内容で構成され
ているが、その中の定番記事の一つに、テーマに沿って
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に入賞した。保井は受賞後、留学を経て自身のブランド
「Hidenobu Yasui」を設立し、2008 年に JFWに参加しフ
ァッションショーを行った。そのショーは JFWの初日
に行われ、ジャーナリストの注目を集めた。また、澤柳
は大学在学中の 2008 年に自身のブランド「Naoshi 

Sawayanagi」を設立し、JFW–IFFなどへの出展を経て、
2010 年に JFWにてコレクションを発表した。
彼らが受けた支援内容とその効果に関しては、まず、

合同展示会のブース提供が挙げられる。合同展示会に参
加することのメリットとしては、ビジネス面での直接的
な成果と言うより、様々な職種との人脈作りが出来ると
いう点である。そしてその人脈によりまた新たなビジネ
ス展開が生まれるという二次的な効果が期待できるとい
う。また、ジャーナリストに取り上げられることで、知
名度を上げる効果もある。ただし、開催時期がコレクシ
ョン発表時期と合わない合同展示会もあり、合同展示会
自体のビジネス効果について今後検証が求められている。
その結果如何では、異なる形態での支援の検討の余地も
あるだろう。
また、様々なセミナーが開催される。例えば、オンワ
ード社員による企業の仕組みに関するセミナーは、アパ
レル企業での勤務経験のない学生にとって、自身のブラ
ンド設立に向け大いに参考になる内容であったとデザイ
ナーは語る。また、合同展示会では近付き難いようなフ
ァッション業界の著名人を招いたセミナーでは、実際に
プレゼンテーションを行うことも出来、顔馴染みとなる
機会を得たという。これらの内容は入選者の多くが学校
在籍中や卒業後間もない状態であるため、ブランドを立
ち上げる際に大いに役立つことであろう。しかし逆に、
一定の経験を有する入選者は少なく、彼等を対象にした
セミナーはあまり行われていない。
なお、澤柳はコンテスト入選以前にブランド設立を志
望しており、コンテストの支援内容に惹かれ応募したの
だと言う。また保井は入選後に留学し、帰国後ブランド
を設立した。その時点では支援プログラムの対象期間を
過ぎていたが、その後展示会にてコンテスト主催団体関
係者と再会したことで、例外的に支援を受けることとな
った。彼らの例からも分かるように、このコンテストで
は非常に具体的な支援内容を展開しており、入選者が自
身で活動を展開する中での人脈作りや機会提供など、短
期間で効率的に成果を得ることを目的としている。
また、Tokyo新人デザイナーファッション大賞は 2011
年より、プロ部門を新設した。これは東京都との共催で

制作した衣服のデザインや縫製の解説を掲載するコーナ
ーがある。このコーナーでは文化服装学院の教員やファ
ッションデザイナーなど、多いときには 7名程度が制作
を担当しているもので、コシノジュンコは 1961 年 1 月
号より、高田賢三は 1961 年 5 月号より、それぞれ装苑
賞受賞後に制作者を務めている。高田賢三は当時を振り
返り、装苑賞受賞以前は頼みに行っても断られたが、受
賞と同時に仕事の依頼が来たことを語っている 13）。
また、1966 年 11 月号において、「NEW TIME NEW 

WOOL」というタイトルのもと、これまでの装苑賞受賞
者を取り上げている。これは 1966 年秋に発表されるウ
ール製品の宣伝と思われるが、それらの新作素材を用い
たデザインを「装苑賞受賞者で現在第一線に活躍中のデ
ザイナーにお願い」14）しており、インタビューや近況、
今後の抱負や希望も併せて掲載している。なお、高田賢
三は担当していないが、「パリに滞在中で、残念ながら
今回の企画に参加していただけませんでした」15）と近況
を報告している。
以上のように若手デザイナーとして取り上げ広報活動
に貢献する他、受賞者としての特集記事や制作の依頼な
ど、出版局ならではの支援がなされていたことがわかる。
その背景には、創立間もないコンテストを名実共に登竜
門として確立したいという主催団体の狙いが当然あるだ
ろうが、受賞者の動向に着目し、積極的に応援する姿勢
が読み取れる。
２　2000年代のTokyo 新人デザイナーファッション大賞

⑴ Tokyo 新人デザイナーファッション大賞の概要

Tokyo新人デザイナーファッション大賞は、1984 年に
株式会社オンワード樫山により設立された。当時の名称
はオンワード新人デザイナーファッション大賞である。
2004 年以降、国や東京都の支援を受け、繊維・ファッ
ション産業の発展を目指す JFW推進機構（一般社団法
人日本ファッション・ウィーク推進機構）の事業の一環
として行われ、また 2011 年には繊維ファッション産学
協議会に移管し、JFWの連携事業として実施されてい
る。こうした背景もあってか、日本のファッションデザ
インコンテストの中でも特に、人材育成・支援に力を注
ぐコンテストである。
⑵  Tokyo 新人デザイナーファッション大賞における人

材育成の事例

その中で、2000 年代に受賞し、現在活躍が期待され
る新進気鋭の若手デザイナーの保井秀信と澤柳直志にイ
ンタビューを行った。保井は 2003 年に、澤柳は 2008 年
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２　日本のコンテストとの違い：時間

イエールの応募形態はポートフォリオ形式と実物作品
１体、イッツの場合はポートフォリオ形式である。前述
の通り、日本ではファッションデザイン画での応募が一
般的であり、装苑賞のポートフォリオ形式は例外的であ
る。そしてポートフォリオはデザイン画に比べ情報量が
多いので、当然目を通すのに時間がかかる。その後の最
終審査においても、装苑賞や新人デザイナーファッショ
ン大賞が 1日で終了するのに対し、イエール国際フェス
ティバルは 4日間、イッツは 3日間と、それぞれ長時間
に渡り行われる。期間内には作品のファッションショー
の他、プレゼンテーションや意見交換会、パーティーな
ど、様々な催しがあり、まさにフェスティバルと言った
趣向である。そしてそこでは現役のファッションデザイ
ナーや様々な国籍のジャーナリスト、或いは志を同じく
する各国の応募者と交流することが出来る。
このように、世界的に著名な二つのコンテストはたい
へんな時間をかけて行われている。時間と審査の精度の
関係性は現段階において明らかとなっていないが、長時
間の中で応募内容に対する深い理解、また多様な人と交
流が行われていることは想像に難くない。
３　日本のコンテストとの違い：支援内容

また大きな違いとして、海外のコンテストは支援内容
がファッション産業と直結していることが挙げられる。
イッツの最優秀賞受賞者は、次回大会における審査員の
一人となり、更にそこで最新コレクションを発表するこ
とが出来る。他にもイッツ開催のサポート企業であるデ
ィーゼル社において、6カ月のインターンシップの資格
が得られるディーゼル賞など、様々な賞、特典が用意さ
れている。そしてコンテストでの交流や作品発表がきっ
かけとなり、ジョン・ガリアーノやジョルジオ・アルマ
ーニ、アントニオ・マラス、ニナ・リッチなど、大手メ
ゾンで活躍している人も多いと言われる 16）。これは公式
に規定された支援ではなく、また正式な人数や活動状況
は不明であるが、このコンテストの可能性にジャーナリ
ズムが注目していることは事実である。実際に、2010 年
にイッツにて最優秀賞を受賞した西山高士は、ジョン・
ガリアーノのアトリエからオファーがあったと言う 17）。
４　今後の課題

日本の支援内容が補助的であるのに対し、今回取り上
げたイエールやイッツは、ファッション産業に新たな人
材を受け入れるべく意欲的な支援を行う、受賞者の将来
を大きく左右するコンテストであると言える。日本と海

開催される、起業後３年以内の若手ファッションデザイ
ナーを対象にしたコンテストで、国内外での作品発表を
する際の支援や、企業との連携、広報活動など、若手デ
ザイナーのビジネス支援としての内容が予定されている。
応募する単位が個人からブランドになったため、これま
での支援内容と比べ、ファッションビジネスそのものに
より踏み込んだ支援内容となった。これはまだ創設され
たばかりであり、今後の実績に注目したい。
３　積極的人材育成の効果

２つの事例からわかるように、積極的人材育成では各
自のビジネスの合理化や効率化などの効果が期待できる。
つまり、受賞者がデザイナーとなるべく活動を展開する
際、機会提供や広報活動の役割の一端をコンテスト主催
団体が担い、活動を促進させるのである。しかしこれら
はあくまでも補助的なもので、ビジネスそのものに踏み
込んだ支援ではない。

Ⅳ．海外の国際的コンテストとの比較に見る今後の課題

日本のコンテストの今後の課題を探るため、海外で実
施されている世界的な二つのコンテストと日本のコンテ
ストの比較調査を行う。取り上げたのは、フランスのイ
エールにて開催される「イエール国際フェスティバル
（HYÈRES：FESTIVAL INTERNATIONAL DE MODE ET 

DE PHOTOGRAPHIE）」と、イタリアのトリエステで開
催される「イッツ（ITS）」、日本のコンテストとして、
装苑賞と Tokyo新人デザイナーファッション大賞であ
る。
イエール国際フェスティバルは、現在フェスティバル

のディレクターを務めるジャンピエール・ブランが地元
の活性化のために設立したコンテストで、2011 年で 26
周年目を迎えた。現在パリコレクションに参加するデザ
イナーを輩出してきた実績があり、国内外から注目を集
めている。一方、イッツは International Talent Support

の略で、文字通り未来の才能を発掘し支援するためのコ
ンテストである。2011 年で 10 回目と年数こそ短いなが
らも、イエール国際フェスティバルと同様、国内外より
注目を集めるコンテストである。
１　実施概要

それぞれのコンテストの実施概要については、主催団
体への聞き取り調査及び、公式ホームページ、雑誌「装
苑」や「ハイファッション」及び webサイト「high 

fashion ONLINE」での特集記事、現地ジャーナリスト
からの聞き取り調査等をもとに資料 1にまとめた。
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ではない。日本のコンテストはここまでの体制が整って
いないのが現況であり、今後の課題として、ファッショ
ン産業に結びついた支援の実施が求められるだろう。
ファッションデザインコンテストの研究は未開拓分野
である。しかし、この研究を端緒として今後更なる研究
がなされ、人材育成の一つの在り方として、ファッショ
ン産業により貢献できるコンテストが実施されることを
期待したい。

謝辞

本研究を進めるにあたり、ご指導頂きました香川幸子
教授に深く感謝の意を表します。また、インタビューに
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ション大賞事務局の中川淳郎氏、宮原考仁氏、ここに記
して御礼を申し上げます。

注

1） 編集委員会「デザイン各分野での作品審査の現況」『デザ
イン学研究特集号』第 6巻、4号、1999、pp.34 ‒ 38
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外ではファッション産業の形態や経営状態が異なるため、
これらの実施内容をそのまま日本に置き換えることは難
しい。しかし、より充実した人材育成を目指し、日本に
おいてもファッション産業とより結びついた形でコンテ
ストを展開していくことが今後の課題であろう。
この課題に対する提案として、例えば一次審査通過者
が縫製工場や生地メーカーとチームを組んでコレクショ
ン形式で作品を発表し、受賞者には JFWでの発表資格
や、セレクトショップでの販売などの特典が授与される
コンテストなどが考えられる。この方法では、受賞しな
くとも実際の生産システムに触れることが出来、また、
多くの人脈を得ることが出来る。自身のブランド設立後、
ビジネス展開がよりスムーズに行えることが期待できる。
或いは、コンテストの実施内容の大幅な変更は無くと
も、審査員の多くがデザイナーであることを利用するこ
とも考えられる。グランプリの決定とは別に、審査員特
別賞をデザイナーごとに設け、メゾンでのインターン資
格を与えるコンテストである。しかも社員登用も視野に
入れたものだとなおよいだろう。就職の可能性が生まれ
ることで、応募者の作品制作の指標が明確化し、また、
審査がより厳密に行われる効果が期待できる。また、審
査員がバイヤーであれば買い取り制度なども考えられる。
もちろん、コンテストが果たす人材育成には、主催団

体の経営状態や、国や地方自治体の支援の有無、ファッ
ション産業の協力の有無などの条件が深く関係するもの
であり、こうした提案は荒唐無稽と捉えられてしまうか
もしれない。しかし、様々な団体によりコンテストが開
催され、コンテストの社会的価値が認められている昨今、
より効果的な方法を模索することは無益ではないだろう。

Ⅴ．おわりに

これまでの調査により、日本におけるファッションデ
ザインコンテストの目的は人材発掘と育成が主であり、
その内容として人材発掘は行われているが、積極的な人
材育成を実施するコンテストは少ないことが明らかにな
った。また、人材育成の結果、受賞者がデザイナーとな
った事例は多いが、これはデザイナー志望者が自発的に
活動していく中での機会提供や広報活動といった補助的
な支援にとどまるのである。
一方、海外で開催されている国際的なコンテストでは、
個人の活動支援にとどまらず、インターンや就職先の決
定など、ファッション産業に直結した意欲的な人材育成
がなされており、受賞が将来を約束すると言っても過言
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ラ
・
バ
ック
ラ
ンド
　
な
ど

カ
テ
ィ・
ピ
ル
、
ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ロ
ット
、
山
縣
良
和
、
ミ
キ
オ

サ
カ
ベ
、
ユ
イ
マ
ナ
カ
ザト
、
タ
ロ
ウ
ホ
リウ
チ
　
な
ど

審 査 ・ 評 価

審
査
方
法

【
応
募
】
ポ
ート
フ
ォリ
オ
（
審
査
員
の
選
択
可

能
）

【
応
募
】
デ
ザ
イ
ン
画
（
ハ
ン
ガ
ー
イ
ラ
スト
含
む
）

【
応
募
】
ポ
ート
フ
ォリ
オ
と
作
品
１
点

【
応
募
】
ポ
ート
フ
ォリ
オ

【
一
次
審
査
】
各
審
査
員
に
つ
き４
名
ず
つ
選

出
、
作
品
制
作
（
１
体
）

【
一
次
審
査
】
30
作
品
を
選
出
、

作
品
制
作
（
１
体
）

【
一
次
審
査
】
約
50
名
（
組
）
を
選
出

（
フ
ァッ
シ
ョン
部
門
デ
ィレ
ク
タ
ー
・
ア
ー
テ
ィス
テ
ィッ
ク
の
マ

イ
ダ
な
ど
が
、
そ
の
任
務
に
あ
た
る
）

【
一
次
審
査
】
11
名
（
組
）
の
フ
ァイ
ナ
リ
スト
を
選
出

（
審
査
員
は
全
員
で
は
な
く
、
７
割
程
度
。）

（
こ
の
時
点
で
既
に
、
イ
ヴ
代
表
バ
ー
バ
ラ
・
フ
ラ
ン
キ
ン
と
ス

タッ
フ
に
より
、
候
補
者
は
20
0
名
くら
い
ま
で
に
削
ら
れ
て

い
る
。
経
歴
、
出
身
校
も
判
断
材
料
と
な
る
。）

【
二
次
審
査
】
審
査
員
と
の
対
談
に
より
、
４
名

の
う
ち
２
名
を
選
出
、
作
品
制
作
（
1
人
合
計

３
体
）

【
作
品
提
出
】
作
品
が
デ
ザ
イ
ン
画
と
著
し
く
異
な
る
場
合

は
最
終
審
査
会
に
出
場
で
き
な
い

【
二
次
審
査
】
10
名
（
組
）
の
フ
ァイ
ナ
リ
スト
を
選
出

【
最
終
審
査
】
シ
ョ
ー
形
式
で
の
審
査

【
最
終
審
査
】
シ
ョ
ー
形
式
で
の
審
査

（
楽
屋
に
て
事
前
に
審
査
員
の
作
品
チ
ェッ
ク
が
行
わ
れ
る
）
【
最
終
審
査
】
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
と
フ
ァッ
シ
ョン
シ
ョ
ー
で

作
品
７
体
を
発
表
。

こ
の
他
、
展
示
場
が
設
け
ら
れ
、
出
品
作
品
以
外
の
服
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
紹
介
で
き
る
。

【
最
終
審
査
】
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
と
フ
ァッ
シ
ョン
シ
ョ
ー
で

作
品
5～
8
体
を
発
表
。

こ
の
他
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
スト
に
選
ば
れ
た
候
補
者
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
か
ら
出
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
服
1
体
も
披
露
す
る
。

（
な
お
20
10
年
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
ス
カ
ン
ク
フ
ァン
ク

か
ら
も
出
題
が
あ
り
、
フ
ァイ
ナ
リ
スト
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
クト
に

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。）
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コ
ン
テ
スト
名

装
苑
賞

To
ky

o
新
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ァッ
シ
ョン
大
賞

（
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
）

イ
エ
ー
ル
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イッ
ツ

審 査 ・ 評 価

最
終
審
査
で

の
評
価
方
法

審
査
員
が
各
自
10
点
満
点
で
評
価
し
、
そ
の

平
均
点
を
参
考
に
審
査
員
が
討
議
を
行
い
、

決
定

審
査
員
が
各
自
10
0
点
満
点
で
評
価
し
、
そ
の
平
均
点
で

決
定
（
モ
デ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
得
点
が
表
示
さ
れ
る
）

グ
ラ
ン
プ
リ
／
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョン
賞
／
審
査
員
特

別
賞
：
審
査
員
全
員
に
よ
る
討
議
で
決
定

市
民
賞
：
来
場
者
に
よ
る
投
票
で
決
定

審
査
員
が
各
人
上
位
３
名
（
組
）
を
決
め
、
投
票
し
決
定

受
賞
作
品

（
受
賞
者
）

の
傾
向

上
位
入
賞
作
品
は
大
抵
平
均
点
が
ダ
ント
ツ
に

高
い
。
近
年
は
造
形
的
な
衣
服
が
多
く
、「
コ

ン
テ
スト
向
け
の
服
」
と
言
わ
れ
る
こ
とも
あ
る
。

審
査
員
が
作
品
の
細
部
ま
で
確
認
す
る
た
め
、
外
見
だ
け

で
な
く
、
仕
立
て
ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
る
。

審
査
員
が
毎
年
変
わ
る
た
め
、
年
毎
に
好
ま
れ
る
傾
向
が

変
わ
る
。
し
か
し
、
二
次
審
査
の
段
階
で
ポ
ート
フ
ォリ
オ
と

作
品
１
点
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
判
断
が
曖
昧
に
な
り
、

な
る
べ
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
に
富
ん
だ
、
タ
イ
プ
の
異
な
る
10

名
を
選
出
す
る
傾
向
に
あ
る
。

【
最
優
秀
賞
】
毎
年
傾
向
は
変
わ
る
が
、
メ
ン
ズ
服
の
受

賞
が
数
年
続
い
て
い
る
。
今
年
は
、
形
は
シ
ン
プ
ル
な
が
ら

凝
っ
た
マ
テ
リ
ア
ル
の
作
品
が
受
賞
。
昨
年
は
、
服
の
造

形
や
ボ
リュ
ー
ム
の
面
白
さ
が
際
立
っ
た
作
品
が
選
ば
れ
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
賞
】
ブ
ラ
ンド
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
近
い
人

を
選
出
。
こ
ち
ら
も
メ
ン
ズ
服
の
受
賞
が
続
い
て
い
る
。

審 査 員

審
査
員

全
員
が
デ
ザ
イ
ナ
ー

岩
谷
俊
和
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
、
田
山
淳
朗
、

津
森
千
里
、
菱
沼
良
樹
、
丸
山
敬
太
、
皆
川

明
、
山
本
里
美

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
スト
な
ど

田
山
淳
朗
、
関
口
真
希
子
、
高
橋
牧
子
、
羽
場
由
美
子
、

堀
畑
裕
之

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
スト
、
ミュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど

ラ
フ
・
シ
モ
ン
ズ
（
審
査
委
員
長
）、
テ
ィ
ム
・
ブ
ラ
ン
ク
ス
、

フ
ロ
リ
ア
ン
・ド
・
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
、
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ァ
ー
ニ
ス
、

ミシ
ェ
ル
・
ゴ
ベ
ー
ル
、
ラ
ザ
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＆
ジ
ャッ

ク
・
マ
ッカ
ロ
ー
、
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ン
、
クリ
スト
フ
ァ
ー
・
ケ

イ
ン
、
カ
ル
ラ
・
ソ
ッツ
ア
ー
ニ

イ
ヴ
社
代
表
バ
ー
バ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ン
を
初
め
とし
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
スト
、
バ
イ
ヤ
ー
、
フ
ァッ
シ
ョン
デ
ィレ
ク

タ
ー
、
昨
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
、
ゲ
スト
審
査
員
（
ヴ
ィ

ク
タ
ー
＆
ロ
ル
フ
）
な
ど
、
総
勢
19
名

審
査
員
の

コ
メ
ント

・
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
す
ば
ら
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
今
回
は
み
な
さ
ん

が
新
た
な
気
持
ち
で
作
り
直
し
て
い
て
、
格

段
に
よく
な
っ
た
よう
に
思
い
ま
す
。（
岩
谷
）

・
今
回
は
最
初
か
ら
同
じ
人
が
作
っ
た
よ
う
な

作
品
が
続
い
て
、
私
個
人
に
と
っ
て
は
ち
ょっ

と
つ
ま
ら
な
く
思
い
ま
し
た
。（
中
略
）
次
回

の
コ
ン
テ
スト
で
は
全
体
的
に
も
っと
お
もし
ろ

い
も
の
が
見
た
い
で
す
。（
津
森
）

・
受
賞
を
機
に
、
日
本
の
原
点
を
身
に
つ
け
て
、

ど
ん
ど
ん
世
界
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
コ
シ
ノ
）

・
審
査
会
の
16
作
品
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と

は
、
ア
イ
デ
ィア
の
段
階
で
は
ど
れ
も
す
ば
ら

し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）
素
材

を
選
ん
だ
り
、
パ
タ
ー
ン
を
作
っ
た
り
、
縫
っ

た
りと
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
で
大
き
な
差

が
つ
い
た
の
で
し
ょう
。（
田
山
）

（
審
査
員
全
員
の
意
見
とし
て
）

・
創
造
力
が
素
晴
ら
し
い

・
素
材
か
ら
作
る
の
は
よ
い
が
、
全
体
的
に
空
気
感
や
余

韻
が
少
な
く
残
念
だ
っ
た

・
メ
ン
ズ
より
レ
デ
ィス
の
方
が
非
常
に
良
か
っ
た

・
選
ば
れ
た
作
品
は
素
材
も
素
晴
ら
し
く
、
空
気
感
を
含
ん

で
フ
ォ
ル
ム
が
作
ら
れ
て
い
る
の
が
良
か
っ
た

・
素
材
、
縫
製
が
良
か
っ
た

・
デ
ザ
イ
ン
画
と
の
ギ
ャッ
プ
や
、
テ
ー
マ
を
こ
な
し
き
れ
ず
、

テ
ー
マ
と
の
ギ
ャッ
プ
が
あ
る
作
品
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た

（
個
人
の
意
見
とし
て
）

・
19
80
年
代
に
山
本
耀
司
、
川
久
保
玲
、
三
宅
一
生
ら

が
世
界
に
認
め
ら
れ
て
以
降
、
20
00
年
代
ま
で
、
殆
ど

の
コ
ン
テ
スト
の
応
募
作
品
は
ア
バ
ン
ギ
ャ
ルド
な
服
ば
か

り
で
し
た
。
そ
れ
が
、
20
10
年
代
に
な
っ
て
や
っ
と
、
今

回
の
作
品
の
よう
に
、
新
し
い
フ
ォ
ル
ム
、
新
し
い
デ
ザ
イ

ン
、
新
し
い
服
の
形
が
出
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
もう
本
当
に
嬉
し
くて
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
ど
う
か
応
募
な
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
20
10
年
代
、
20
20
年

代
を
自
分
の
時
代
に
し
て
、
努
力
を
重
ね
て
素
晴
ら
し
い

服
を
作
っ
て
、
日
本
或
い
は
世
界
を
リ
ード
す
る
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田
山
）

・（
二
次
審
査
に
て
）
50
人
の
中
の
40
人
以
上
は
ハ
イ
フ

ァッ
シ
ョン
と
は
全
く
縁
の
な
い
人
た
ち
だ
と
思
っ
た

・
舞
台
衣
装
の
よう
な
印
象

・
そ
の
中
か
ら
10
人
を
引
き
出
す
の
は
難
し
か
っ
た

・
ま
だ
何
ヶ
月
間
か
準
備
が
で
き
る
し
、
も
っ
と
練
っ
て
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

・（
最
終
審
査
に
際
し
て
）
そ
し
て
今
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し

た
人
と
ま
っ
た
く
何
も
し
な
か
っ
た
人
が
歴
然
と
わ
か
りま

す
・
た
だ
少
し
残
念
な
の
は
、
思
考
プ
ロ
セ
ス

・
今
の
段
階
で
は
、
さ
ほ
ど
衝
撃
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
正
直
な
感
想
で
す

・
で
も
デ
ィ
テ
ー
ル
、
質
、
個
性
を
見
て
、
2、
3
人
お
もし

ろ
い
か
な
と
思
う
人
は
い
まし
た

　（
ラ
フ
・
シ
モ
ン
ズ
）

今
回
の

IT
S
は
正
直
が
っ
か
りし
ま
し
た
。
１０
周
年
と
い
う

こ
と
で
期
待
し
て
い
まし
た
が
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィと
クリ
エ
－
テ

ィビ
テ
ィと
い
う
観
点
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
コ
ン

ペ
テ
ィシ
ョン
は
そ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
コ

ン
ペ
は
名
前
の
と
お
り
に
、
才
能
あ
る
人
を
サ
ポ
ート
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
審
査
員
の
中
に
は
、「
こ
れ
で
は

着
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
で
は
惹
か
れ
る
候
補
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
シ
ョ
ー
を
見
て
印
象
が
変
わ
る
か
もし
れ
な
い
。
人

が
着
て
歩
い
た
時
、
美
し
い
と
思
え
る
こ
とも
あ
りま
す
か
ら
。

支 援 体 制
賞
金

装
苑
賞
：
10
0
万
円
／
佳
作
：
30
万
円
／
イト

キ
ン
賞
：
20
万
円

大
賞
：
50
万
円
／
優
秀
賞
：
30
万
円
／
秀
作
賞
：
10
万

円
グ
ラ
ン
プ
リ：
15

,0
00
€
 ／
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョン
賞
：

10
,0
00
€
 

グ
ラ
ン
プ
リ：
15

,0
00
€
（
最
新
コ
レ
ク
シ
ョン
を
作
る
為
の
資

金
とし
て
。
最
低
８
体
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
／
デ
ィ
ー

ゼ
ル
賞
：
25

,0
00
€
／
特
別
賞
：
5,
00
0€
／
ス
カ
ン
ク
フ
ァ
ン

ク
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞
：
5,
00
0€
／
メ
ゾ
ン
・
マ
ル
タ

ン
・
マ
ル
ジ
ェ
ラ
賞
：
5,
00
0€
／
モ
ダ
テ
カ
賞
：
3,
00
0€
／

D
-ラ
・
レ
ピ
ュ
ブ
リ
カ
賞
は
賞
金
無
し



9文化学園大学紀要　服装学・造形学研究　第43集

コ
ン
テ
スト
名

装
苑
賞

To
ky

o
新
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ァッ
シ
ョン
大
賞

（
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
）

イ
エ
ー
ル
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イッ
ツ

支 援 体 制

賞
品

装
苑
賞
：
パ
リ
往
復
航
空
券
、
真
珠
の
ネッ
クレ

ス
、
ファ
イン
ウ
ー
ル
、
化
粧
品
セ
ット
、
ミシ
ン

大
賞
：
パ
リ
往
復
航
空
券

－
－

支
援
・
特
典

【
装
苑
賞
】

・
 シ
ャ
ン
ブ
ル
・
サ
ン
デ
ィカ
ル
・ド
・
ラ
・
ク
チ
ュ

ー
ル
・
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
洋
裁
学
校
へ
の
パ
リ
留

学
資
格

・
資
生
堂
に
よ
る
ヘ
ア
メ
イ
ク
サ
ポ
ート
制
度

・
 ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
より
作
品
発
表
時

に
お
け
る
素
材
提
供
（
５
年
以
内
）

【
装
苑
賞
・

ro
om

s
賞
】

・
 展
示
会
「

ro
om

sL
IN

K
」
で
の
作
品
展
示

及
び
プ
ロ
ブ
ー
ス
提
供
（
５
年
以
内
）

【
イト
キ
ン
賞
】
上
海
研
修
旅
行
（
２
泊
３日
）

【
大
賞
】

・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョン
施
設
の
使
用
権

（
賞
金
50
万
円
か
使
用
権
の
い
ず
れ
か
）

【
N

A
B

A
賞
】

・
 N

A
B

A
（
ミラ
ノ
）
の
大
学
院
修
士
課
程
、
ま
た
は
2
週

間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
受
講
資
格

【
Va

nt
an
賞
】

・
 Va

nt
an
（
日
本
の
専
門
学
校
）
の
プ
ロ
養
成
過
程

at
el

ie
r 

X
-S

E
E

D
　
１
年
間
、
ま
た
は
外
国
人
向
け
英

語
授
業
過
程

In
te

rn
at

io
na

l X
-S

E
E

D
　
１
年
間
受
講

資
格

【
最
終
審
査
会
出
場
者
全
員
】

・
最
長
３
年
間
の
支
援
・
育
成
サ
ポ
ート

（
合
同
展
示
会
出
展
サ
ポ
ート
、
各
種
セ
ミナ
ー
な
ど
）

・
作
品
制
作
の
た
め
の
生
地
の
無
料
支
給

・
 バ
イ
ヤ
ー
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
スト
か
ら
、
売
り
場
の
提
供
や

PR
の
手
助
け

・
香
水
の
制
作

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】

・
次
回
大
会
で
の
審
査
員
及
び
最
新
コ
レ
ク
シ
ョン
発
表

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
賞
】

・
 イ
タリ
ア
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
クリ
エ
イ
テ
ィブ
チ
ー
ム
で
6ヶ
月

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

【
ス
カ
ン
ク
フ
ァン
ク
・
サ
ス
テ
ィナ
ビ
リ
テ
ィ
賞
】

・
 ス
カ
ン
ク
フ
ァン
ク
の
カ
プ
セ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
（
限
定
ミ
ニ
コ

レ
ク
シ
ョン
）
制
作

【
メ
ゾ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
マ
ル
ジ
ェ
ラ
賞
】

・
 パ
リ
の
メ
ゾ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
マ
ル
ジ
ェ
ラ
で
6ヶ
月
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

【
D
-ラ
・
レ
ピ
ュ
ブ
リカ
賞
】

・
受
賞
者
に
つ
い
て
の
記
事
の
掲
載

そ
の
他
、
応

募
の
メリ
ット

二
次
審
査
と
し
て
対
談
の
場
を
設
け
て
お
り
、

応
募
者
が
現
役
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
直
接
話
す
こ

と
が
出
来
る
。

最
終
審
査
会
後
に
交
流
会
を
設
け
て
お
り
、
審
査
員
の
他
、

フ
ァッ
シ
ョン
業
界
関
係
者
や
他
の
応
募
者
と
交
流
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

最
終
審
査
ま
で
残
っ
た
場
合
、
世
界
中
か
ら
集
ま
る
モ
ード

の
プ
ロ
に
作
品
を
見
て
もら
え
る
。

彼
ら
と
の
交
流
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
賞
を
獲
得
し
な
く
て
も
、

企
業
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
ま
た
、
他

の
候
補
者
か
ら
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
感
想
も
聞
か

れ
る
。

そ の 他

そ
の
他
、
運

営
側
や
審
査

員
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
スト
の
コ
ン
テ

スト
に
対
す
る

意
見

・
運
営
者
内
に
、
審
査
員
に
バ
イ
ヤ
ー
や
ジ
ャ

ー
ナ
リ
スト
を
入
れ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
声
も

挙
が
っ
て
い
る
。

・
通
常
の
業
務
（
雑
誌
の
編
集
）
の
傍
ら
で

実
施
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
体
制
の
改
善
や
受

賞
者
の
消
息
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
あ
まり
多

く
の
時
間
を
割
け
ら
れ
な
い
。

（
装
苑
編
集
部
）

「
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
自
立
す
る
た
め
の
サ

ポ
ート
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
の
コ
ン
テ
スト
の
最
大
の
特
徴
で
あ

りメ
リッ
ト
だ
。」

（
装
苑
、
20
11
年
１
月
号

p．
11
0）

「
い
ち
ば
ん
優
秀
な
人
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
フ
ァッ
シ
ョン
の

ビ
ジ
ョン
を
選
ぶ
の
で
す
」

「（
グ
ラ
ン
プ
リ
の
選
考
の
際
は
）
こ
れ
か
ら
の
こ
とも
考
え
ま

す
。
１
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョン
の
結
果
を
見
て
選
ぶ
の
で
は
単
純

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。」

（
ド
リ
ス
・
ヴ
ァン
・
ノッ
テ
ン
、
20
10
年
度
審
査
委
員
長
）

「（
イ
エ
ー
ル
で
の
審
査
員
とし
て
の
仕
事
は
）
好
き
で
す
」

「
若
い
人
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
フ

ァッ
シ
ョン
を
前
進
さ
せ
る
唯
一
の
道
で
す
か
ら
。」

（
ラ
フ
・
シ
モ
ン
ズ
、
20
11
年
度
審
査
委
員
長
）

「
私
の
最
も
幸
せ
な
時
間
は
、
約
10
00
人
の
応
募
者
の
中

か
ら
20
人
ほ
ど
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
スト
を
選
ぶ
とき
。
人
の
人
生

を
変
え
る
か
もし
れ
な
い
選
択
な
の
で
、
選
考
は
難
航
す
る

し
、
緊
張
感
を
伴
う
責
任
の
あ
る
作
業
で
す
が
、
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
た
た
くさ
ん
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。」

（
イ
ヴ
社
代
表
バ
ー
バ
ラ
・
フ
ラ
ン
キ
ン
、
20
07
）

「
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィシ
ョン
は
、
受
賞
者
に
新
し
い
作
品
の
発

表
の
場
を
与
え
た
り
、
企
業
研
修
を
さ
せ
る
な
ど
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
素
晴
ら
し
い
。」
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
スト
、
20
11
）

｢受
賞
者
は
作
品
一
点
を
主
催
者
へ
寄
贈
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
全
て
を
残
し
て
い
く
人

も
い
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
の
ポ
ート
フ
ォリ
オ
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。
イ
ヴ
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
や
ポ
ート
フ
ォリ
オ
に
デ

ー
タ
（
作
者
名
、
年
代
、
テ
ー
マ
な
ど
）
を
つ
け
て
保
管
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
雑
誌
の
フ
ァッ
シ
ョ

ン
撮
影
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
た
りし
て
い
ま
す
。
10
回
目
とも

な
る
と
、
既
に
膨
大
な
量
で
す
。
イ
ヴ
は
将
来
的
に
こ
れ
ら

の
作
品
を
展
示
す
る
ミュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。」

（
イ
ヴ
の
ス
タッ
フ
、
20
11
）
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